
官
品
中
山
ム
ハ

〈
間
納
税
者
の
特
定
外
悶
子
会
社
等
に
係
る
所
得
の
欄
関
税
の
特
例
に
関
す
る
縦
過
措
歯
〉

第
六
十
八
条

新
制
税
特
別
措
開
法
第
四
十
条
の
開
第
一
一
機
及
、
び
第
三
市
慌
の
規
定
は
、
同
条
第
…
叫
慌
に
規
定
す
る
特
定
外
出
内
子

会
社
紘
一
材
の
施
行
汁
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
孫
る
部
門
項
に
想
定
す
る
漉
用
対
象
金
額
及
び
当
該
適
用
対
象
金
額
に
係
る

部
内
需
慣
に
麗
定
す
る
諜
税
対
象
金
額
に
つ
い
て
適
用
し
、

出
削
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
条
の
匝
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
外
国

子
会
社
等
の
施
行
自
前
に
開
始
し
た
事
業
年
震
に
係
る
罰
項
に
罷
定
す
る
適
用
対
象
金
額
及
び
当
該
適
用
対
象
金
額
に
係
る

問
項
に
翠
定
す
る
課
税
対
象
金
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
誌
の
倒
に
よ
る
。

2 

田
知
総
税
特
別
措
開
法
第
四
十
条
の
問
第
一
一
一
理
に
規
定
す
る
特
定
外
富
子
会
社
等
の
施
行
日
前
に
縄
始
し
た
事
業
年
撲
に
係

る
問
項
に
規
定
す
る
適
用
対
象
金
棋
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
併
に
よ
る
。

3

新
租
税
特
別
措
簡
法
機
関
十
条
の
四
携
関
現
及
が
第
一
な
壌
の
壊
建
は
、
問
条
第
四
墳
に
規
定
す
る
特
定
外
揺
子
会
社
等
の

繍
行
自
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
間
壌
に
規
定
す
る
部
分
適
用
対
象
金
額
及
び
当
該
部
分
譲
用
対
象
金
額
に
係
る

問
問
寝
に
理
定
ず
る
部
分
説
税
対
象
金
額
に
つ
い
て
適
惑
す
る
。

新
租
税
特
別
別
措
置
法
第
四
十
条
の
四
第
七
項
の
規
定
は
、
百
円
条
第
一
一
現
に
規
定
す
る
特
定
外
昌
子
会
社
等
の
譲
行

以
後

4 

に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
問
項
に
規
定
す
る
適
用
対
象
金
額
又
誌
開
条
第
四
項
に
規
定
す
る
部
分
適
居
対
象
金
額
立
つ

O 

。
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L 

き
問
問
条
第
三
事
又
は
第
五
噴
の
規
定
を
適
黒
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、

田
知
総
税
特
部
措
置
法
第
四
十
条
の

第
一
一
境
に

規
定
す
る
特
定
外
国
子
会
社
等
の
擁
行
呂
誤
記
開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
部
内
需
明
記
規
定
す
る
適
用
対
象
金
額
に
つ
き
罰
条

第
一
一
一
環
又
は
制
約
制
壊
の
規
定
晶
化
適
用
す
る
織
物
A
A
U

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
部
に
よ
る
。

5 

新
一
期
脱
税
特
加
措
置
法
第
間
十
条
の
百
の
規
定
は
、
活
住
者
が
施
行
日
以
後
に
外
舗
法
人
か
ら
焚
け
る
問
条
第
一
環
に
規
定

第す
一 る
寝剰
に余
規金
定の
す配
る当
特等
fi:の
舛額
国が
子あ
会る

託費
三基 仁3

2主に
とっ
さ~い

存玄

白書
項片

品展
定立
す者

るま
剰定

委 話
今争苦言 」込-'-

23 男
尊 i員
当組

ま注
額的
が措
あ 言葉
{;) y.干さ

場第
p m;;J 
に十
つ条
い の
で 主主

は
、
な
お
提
前
の
例
に
よ
る
。

6 

所
得
続
法
等
の
一
部
そ
改
正
す
る
法
律
(
平
成
ニ
十
一
年
法
律
第
十
三
号
。
以
下
と
の
璃
及
び
次
条
第
四
項
に
お
い
て

「
平
成
一
一
十
一
年
改
正
法
い
と
い
う
。
〉
第
双
条
の
規
定
比
よ
る
改
正
前
の
雑
税
特
別
措
欝
法
〈
以
下
こ
の
現
及
、
び
次
条
第

壌
に
お
い
て
「
旧
法
い
と
い
う
。
〉
第
賠
十
条
の
五
第
一
現
に
絹
控
ず
る
持
建
外
鶴
子
会
社
等
の
平
成
一
一
十
一
年
間
出
月
一

E
訴
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
再
構
慣
に
規
定
す
る
課
税
対
象
留
保
金
額
(
居
住
者
の
有
す
る
当
該
特
定
外
富
子
会
社
等

の
新
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
条
の
五
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
罷
接
担
保
有
の
株
式
等
の
数
(
以
下
こ
の
凄
に
お
い
て

「
間
接
保
有
の
株
式
等
の
数
」
と
い
う
。
)
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
と
し
て
致
令
で
定
め
る
金
額
に
限
る
。
)

の
う
ち
当

五
七
七



五
七
八

該
居
住
者
の
同
号
イ
じ
規
定
す
る
配
当
日
の
属
す
る
年
分
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
又
は
旧
法
第
四
十
条
の
五
第
二
項
に
規

定
す
る
控
除
未
済
配
当
等
の
額
(
当
該
居
住
者
の
有
す
る
当
該
特
定
外
国
子
会
社
等
の
間
接
保
有
の
株
式
等
の
数
に
対
応
す

る
部
分
の
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
に
限
る
。
)

の
う
ち
当
該
居
住
者
の
同
号
ロ
に
規
定
す
る
前
二
年
内
の
各
年
分

に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
は
、
当
該
居
住
者
の
同
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
金
額
と
み
な
し
て
、
新
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十

条
の
五
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
金
額
と
み
な
さ
れ
る
金
額
は
、
平

成
二
十
一
年
改
正
法
附
則
第
三
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
一
年
改
正
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
租

税
特
別
措
置
法
第
四
十
条
の
五
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
金
額
と
み
な
さ
れ
る
金
額
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

(
特
殊
関
係
株
主
等
で
あ
る
居
住
者
に
係
る
特
定
外
国
法
人
に
係
る
所
得
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
六
十
九
条

に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
適
用
対
象
金
額
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

旧
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
条
の
七
第
三
項
に
規
定
す
る
特
定
外
国
法
人
の
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度

2 

新
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
条
の
七
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
外
国
法
人
の
施
行

日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
部
分
適
用
対
象
金
額
及
び
当
該
部
分
適
用
対
象
金
額
に
係
る
同
項

に
規
定
す
る
部
分
課
税
対
象
金
額
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

o 

O 



〈や

( 

3 

新
組
税
特
別
講
置
法
第
四
十
条
の
八
の
規
定
は
、
問
金
第
一
一
唄
に
規
定
す
る
特
殊
関
係
株
主
柑
様
で
あ
る
居
生
者
が
施
行
巴

以
後
に
外
罰
法
人
か
ら
受
け
る
悶
嘆
に
規
一
定
す
る
鶏
余
金
の
配
当
等
の
額
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、

旧
租
税
特
別
措

置
法
第
四
十
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
特
殊
関
係
株
主
等
で
あ
る
鰭
住
者
が
脇
昨
日
前
に
時
現
に
規
定
す
る
特
定
外
国
法

人
か
ら
受
け
た
同
壊
に
規
定
す
る
鎖
余
金
の
蛇
当
等
の
額
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

に
よ
る
。

4 

間
法
鶴
間
十
条
の
十
一
第
一
項
に
鰻
窓
す
る
特
定
外
際
法
人
の
一
平
成
一
一
十
一
年
間
月
一
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
諜

る
陪
壌
に
規
定
す
る
課
税
対
象
欝
課
金
額
〈
怒
住
者
の
有
す
る
当
該
特
定
外
聞
法
人
の
新
組
税
特
別
別
措
撞
隊
第
盟
十
条
の
八

第
二
項
第
一
一
号
イ
に
規
嫁
す
る
間
接
保
有
の
株
式
紘
一
廿
の
数
(
以
下
こ
の
噴
に
お
い
て
「
間
譲
保
有
の
株
式
等
の
数
」
と
い

ぅ
。
〉
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
に
限
る
。
)

の
う
ち
当
該
賠
住
者
の
河
号
イ
に
議
定
す
る
臨

当
日
の
属
す
る
年
分
に
対
山
め
す
る
部
分
の
金
額
又
は
措
法
第
癌
十
条
の
十
一
第
二
鳴
に
規
定
す
る
控
捺
未
済
配
混
等
の
額

〈
溺
殺
居
住
者
の
有
す
る
当
該
特
定
外
国
法
人
の
間
接
保
有
の
株
式
等
の
数
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め

る
金
額
に
限
る
。
)

の
う
ち
当
該
景
金
者
の
珂
号
ロ
に
規
定
す
る
前
一
一
年
内
の
各
年
分
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
は
、
当
該

察
住
者
の
同
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
金
額
と
み
な
し
て
、
新
租
税
特
記
措
置
法
第
盟
十
条
の
八
第
二
項
の
幾
定
を
適
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
イ
メ
は
口
に
措
掲
げ
る
金
額
と
み
な
お
れ
る
金
額
は
、
平
成
二
十
一
年
改
正
法
附
倒
的
第
一
一
一
十

五
七
九



五
八
ハ
〉

一
一
条
第
一
一
一
璃
の
規
定
に
よ
り
平
成
一
一
十
…
年
改
正
法
第
双
条
の
規
建
に
よ
る
改
正
後
の
総
税
特
別
措
償
法
第
間
十
条
の
八
第

一
項
名
口
げ
に
掲
げ
る
金
額
と
み
な
さ
れ
る
A
税
額
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

(
譲
替
国
債
の
償
還
差
益
等
の
非
課
税
等
に
箆
す
る
経
過
措
置
)

第
七
ト
条

器
機
〈
第
問
閣
に
お
い
て

新
租
税
特
別
出
搭
罰
法
第
四
十
一
条
の
十
一
一
一
第
一
環
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
取
得
す
る
時
壌
に
議
定
す
る
服
替

現
に
お
い
て

「
鍛
替
悶
償
」
と
い
う
。
)

又
は
悶
条
第
二
岐
に
規
定
す
る
談
盤
地
方
債
(
第

「
振
替
地
方
債
」
と
い
う
。
)
に
つ
き
支
払
を
受
け
る
同
条
第
一
一
項
に
規
定
す
る
鐘
遷
差
益
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

2 

新
組
税
特
別
川
知
器
法
第
罷
十
一
条
の
ト
一
一
一
第
ニ
壌
の
姐
定
は
、
字
成
-
…
十
二
年
六
月
一
日
以
後
に
取
得
す
る
問
項
に
規
定

ず
る
特
定
振
替
社
機
等
{
議
問
墳
に
お
い
て

「
特
定
探
替
社
憐
等
い
と
い
う
。
〉
に
つ
き
支
払
を
受
け
る
詞
条
第
一
一
現
に
規
，

定
す
る
横
還
差
識
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

3 

新
租
税
特
別
措
量
法
第

十
一
条
の

一一一第」
A

一
項
の
規
定
は
、

纏
行

以
後
に
発
行
谷
れ
る
田
川
頃
に
規
定
す
る
民
間
国
外

讃
〈
次
墳
に
お
い
て

J
拭
際
悶
外
債
い
と
い
う
。
)

に
つ
き
支
払
を
受
け
る
問
条
箔
一
一
一
犠
に
規
定
す
る
強
行
護
金
に
つ
い
て

適
用
し
、
路
行
日
前
に
発
行
さ
れ
た
旧
観
説
特
崩
措
続
法
第
四
十
一
条
の
十
」
一
に
議
定
す
る
民
間
国
外
債
に
つ
き
支
払
を
受

け
る
毘
条
に
規
定
す
る
発
行
差
金
に
つ
い

τは
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

O 

C 



子、

4 

新
種
税
特
別
措
霊
法
第
四
す
一
条
の
十
三
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
取
得
す
る
彊
蓄
量
債
又
は
振

替
地
方
般
に
っ
さ
支
払
授
受
け
る
開
条
第
一
現
に
規
定
す
る
償
耀
遊
説
及
び
そ
の
償
還
〈
出
演
入
摺
却
を
合
倍
。
以
下
こ
の
現

に
お
い
て
問
じ
。
)
に
よ
り
生
ず
る
損
失
の
額
、
一
平
成
一
一
十
ニ
年
六
月

J
U
以
後
に
取
得
す
る
特
窓
振
替
社
後
等
に
つ
き
支

払
を
受
け
る
詞
条
第
二
項
に
規
定
す
る
償
還
差
益
及
び
そ
の
償
還
に
よ
り
生
ず
る
損
失
の
額
並
び
に
施
行
E
以
後
に
発
行
さ

れ
る
民
間
関
外
脇
被
に
つ
き
文
払
を
焚
け
る
開
条
鱒
記
壌
に
規
定
す
る
発
行
経
金
及
、
び
そ
の
欝
還
に
よ
り
生
ず
る
開
条
第
四
項

に
規
定
す
る
損
失
の
額
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

〈
河
婦
の
老
親
等
に
係
る
扶
養
控
砕
郊
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
七
十
…
条

新
穏
税
特
別
措
簡
法
鍛
四
十
一
条
の
十
六
の
規
定
は
、
平
成
ニ
十
一
一
一
年
分
以
後
の
所
得
税
に
つ
い
て
漉
用
し
、

平
成
二
十
二
年
分
以
前
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(
外
国
金
瓢
磯
謂
等
の
債
券
一
環
先
取
引
に
係
る
利
子
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
量
)

第
七
十
一
一
条

新
種
税
特
別
措
轍
法
鱗
盟
十
一
一
条
の
ニ
第
一
一
磯
鱗
一
得
の
焼
窺
は
、
倒
壊
に
焼
設
す
る
外
調
金
融
機
関
等
が
一
千

成
二
十
二
年
六
晃
一
日
以
後
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
南
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
科
子
に
つ
い
て
踏
舟
し
、

日
立
見
寺
H4

2
2
2
イ耳白

f
A
tルル
1
R
H
M

檎
糧
法
第
四

一
一
条
の
て
燐
ニ
壌
に
規
定
す
る
外
出
掛
金
融
機
関
等
が
期
間
日
前
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
同
条
第
一
項
に
規
定
す

双
八
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る
特
定
制
利
子
に
つ
い
て
は
、
な
お
詑
離
の
例
に
よ
る
。

〈
粗
説
特
則
別
措
欝
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
法
人
税
の
特
例
院
関
す
る
経
過
措
轄
の
原
則
〉

第
七
ト
一
一
一
条

新
組
税
特
制
的
措
置
法
鱗
…
…
一
章
の
規
定
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
法
人
〈
法
人
税
法
第
三
条

第
八
号
に
規
定
す
る
人
格
の
な
い
社
団
等
そ
含
む
。
以
下
問
じ
。
)

の
施
行
日
以
後
に
時
始
す
る
事
業
年
度
分
の
法
人
説
及

、
ひ
連
結
綴
法
人
又
は
当
該
連
結
綿
法
人
に
よ
る
連
結
完
全
支
配
関
係
に
あ
る
連
結
子
法
人
の
路
行
日
以
後
記
開
始
す
る
遡
結

事
業
年
度
分
の
迭
人
税
に
つ
い
て
藤
周
し
、
法
人
の
施
行
日
前
に
鮪
姑
し
た
事
業
年
度
分
の
法
人
税
及
び
連
結
綿
法
人
又
は
‘

当
該
連
結
親
法
人
に
よ
る
藤
紘
光
全
支
配
鵠
係
に
あ
る
連
絡
子
法
人
の
施
計
器
前
に
開
始
し
た
連
結
事
業
年
箆
分
の
法
人
現

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
倒
に
よ
る
。

(
試
験
研
究
を
行
っ
た
場
合
の
法
人
税
額
の
特
別
控
除
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
七
ト
四
条

新
独
創
杭
特
尉
椅
療
法
第
密
十
一
一
条
の
出
回
第
十
六
曜
の
規
定
誌
、
平
成
一
一

二
年
十
月

J

日
以
後
に
現
物
分
配

〈
附
則
第
ト
条
第
二
現
に
揖
定
す
る
現
物
分
配
を
い
う
。
以
下
間
関
じ
。
)
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
法
人
の
事
業
年
震
分

の
法
人
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
問
自
前
に
挙
後
設
立
(
閥
的
制
限
第
十
条
第
一
一
壌
に
規
定
す
る
事
後
設
立
な
い
う
。
以
下
附
則
第

程
二
|
一
一
条
ま
で
に
お
い
て
需
じ
。
〉
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
法
人
の
事
業
年
震
分
の
法
人
説
に
つ
い
て
は
、
な
お
殺

O 

O 



「

〔

前
の
期
に
よ
る
。

(
エ
ネ
ル
ギ

i
需
給
構
造
改
革
推
進
設
護
等
を
車
得
し
た
場
合
の
替
問
積
却
又
は
法
人
税
額
の
特
別
控
除
に
関
す
る
経
過
掻

置
)

第
七
十
五
条

新
総
税
特
別
措
機
法
第
翻
十
一
一
条
の
五
〈
第
一
一
様
第
一
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
〉
の
規
定
は
、
法
人
が
倒
的
制
約

第
一
条
第
九
号
に
定
め
る
日
以
後
に
敬
得
又
は
制
制
作
批
判
し
く
は
建
設
を
す
る
問
鳴
に
焼
定
ず
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
轍
給
機
滋
改
革

推
進
設
需
等
に
つ
い
て
適
用
し
、
法
人
が
同
日
前
に
取
持
又
試
製
作
若
し
く
は
建
設
を
し
た
信
組
税
特
別
措
置
法
第
四
十
二

条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
i
需
給
構
造
改
革
推
進
設
嬬
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〈
事
韓
基
盤
強
化
設
備
を
取
得
し
た
場
合
等
の
特
別
横
却
又
は
法
人
税
額
の
特
別
控
備
に
興
ず
る
経
過
措
置
)

第
七
十
六
条

新
制
税
特
別
措
援
法
第
間
十
二
条
の
七
〈
第
一
一
明
第
関
口
吋
に
係
る
部
分
に
限
る
の
〉
の
規
定
は
、
法
人
が
擁
仔

自
以
畿
に
取
持
又
は
製
作
を
す
る
需
号
に
定
め
る
機
械
及
び
装
醤
並
び
に
器
具
及
、
び
備
品
に
つ
い
て
滴
用
し
、
法
人
が
施
行

自
前
に
取
得
又
は
製
作
を
し
た

糧
税
特
別
措
置
法
第
西
十
二
条
の
七
第
一
項
第
四
号
に
定
め
る
機
械
及
び
装
置
並
、
び
に
器

兵
及
、
び
様
品
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

2 

新
総
税
特
別
措
機
法
第
間
十
一
…
条
の
七
〈
第
一
項
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
〉
の
鶏
窓
は
、
法
人
が
路
行
部
以
後
に

友八一一…



五
八
四

取
得
又
は
製
作
を
す
る
同
号
に
定
め
る
減
値
境
部
資
産
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

(
間
報
基
盤
強
化
設
備
等
を
取
持
し
た
場
合
の
特
別
憤
却
又
は
法
人
税
額
の
特
別
賠
訴
に
闘
す
る
経
過
機
関
)

法
人
が
施
行
目
前
に
敬
得
又
は
製
作
を
し
た
間
組
税
特
別
措
援
法
第

第
七
十
七
条

一
条
の
十
一
燐
…
壌
に
規
窓
ず
る
情

報
器
盤
強
化
設
機
等
を
同
現
に
規
定
す
る
法
人
の
営
む
事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
に
お
け
る
法
人
税
に
つ
い
て
辻
、
部
門
条
の

規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
表
の

げ
る
字
句
辻
、
一
日
間
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第一一一項

場
合
に
は
、
当
該
金
額
を
控
除
し
た

桟
額

O 

穣
に
掲
げ
る
罰
条
の
規
定
中
間
表
の

場
合
に
は
当
該
金
額
を
間
離
し
た
銭
額
と
し
、
所
得
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
〈
平
成
二
十
二
年
法
律
第

一
一
年
成
立
法
」
と
い
う
。
〉
第
十

一日付
4
0

次
項
に
お
い
て

「
平
成
一
一

八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
麓
税
特
別
措
置
法
(
第
五
項
に

お
い
て

「
新
租
税
特
出
措
霊
法
」
と
い
う
。
)
第
四
十
二
条
の

七
第
二
項
(
同
条
第
一
項
第
五
号
に
探
る
部
分
に
限
る
。
〉

震
窓
に
よ
り
当
殺
事
業
年
識
の
一
的
得
に
対
す
る
法
人
税
の
額
か

O 

揚

の



第
四
項

仁、

第
六
十
八
条
の
十
五
儒
一
一
環

〔

ら
控
除
さ
れ
る
金
額
が
あ
る
場
合
に
は
開
条
第
ニ
墳
の
規
定
に
一

よ
る
問
項
に
規
定
す
る
税
額
控
除
限
度
額
立
当
該
事
業
年
度
に

お
い
て
そ
の
事
業
の
摺
に
供
し
た
同
条
第
一
一
情
慌
に
規
定
す
る
情

報
基
盤
強
化
投
鑓
等
の
取
得
価
額
の
合
計
額
が
当
館
事
業
年
度

に
お
い
て
そ
の
事
業
の
舟
に
供
し
た
陪
条
第
一
一
一
項
に
規
定
す
る

適
用
対
象
事
業
基
盤
強
化
設
備
等
の
取
得
額
額
の
合
計
額
の
う

ち
に
占
め
る
割
合
そ
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
残
額

と
す
る
。

平
成
二
十
二
年
改
正
法
的
則
期
前
十
条
の
規
定
は
よ
り
な
お
そ
一

の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
平
成
二
十
二
年
改
正
法
第
十

八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
持
部
指
霊
法
〈
次
項
及
び

条第
の九
十環
五 に
第お
、ニい
現て

「

mm効
力
措
mm拙
」
と
い
う
。
)
第
六
十
八

五
八
五
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f 

〔

第十

項

一範 一盟条並(} 

税特 第税特 の
五 十 に

別措 項別指 総
(鐙鰐税特

法讃第
法第 現 別機

四 四 繍
十 十

法燐

条 条 四
の の 十
十 十 一

推正 カ 第 所得 主主 法

盟法 議 を び
の有 税 と
題す 法

安18定
しユ

いと 税特
る 号 等 つ
も の カ

。

護法憲 う05措5 の 附
イ構単本

〉

と 員立 華日 第
第 )置 F さ 第 を 問
四 第 法れ七 改 讃 十
十

十四 第( 
る 十 IE 法第一 同 七 す ノ~、L 

ふノ1乙、

条の 項に 法第十 条の 法律る
四 の

の 十 十
十

十 お 条八 規定 〈 条 第
第 ーい に平 の
五 第て の よ 成‘ 十 項
理 五 「環定 り 一

第現〈勢18 になお 十

カ よ そ
年法律

議
単 る の
体改効

(
法
人
殺
の
額
か
ら
館
除
さ
れ
る
特
別
控
除
額
の
特
制
約
立
関
す
る
経
過
措
繍
〉

第
七
十
八
条

前
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
務
総
税
特
民
措
標
法
第
四
十
一
一
条
の
十
…
の
矯
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
次
の
表
の
上
閣
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
需
表
の

に
掲
げ
，
る
字
句
は
、

同
表
の
下
欄
に
掃
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

五
八
七
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第

項

当 次
ニ畝占 の
各 各
下Eコ7 下にEコ7 

定
掲げ

め
る る
金 規定
額
を

つ 又 よ 第 当 条
平

第十 の t去 次丸一ー

ち lま る 第 該 お の の 規定 ， 律( の一
同 同 控 項

各号
しユ 十 条 八

各号
項 条 除 項 て 条 平
の 第 を

規す定
又 同 第 お の よ 成

規 し lま 定 じ しユ
規定 なり 掲げ

定 項 て 第 め
。

項 て 十
も る る

) 

又 お る「

よ 規 控
税額控

項 金 lま |日 よ そ
年法 規定

る
す定 除 の 額 第

効力
る の

控 し 規定 改 効 律( 

所除 る き 除 I日 項
措置法

正 力 第
を

繰越
れ 限 効 の 前 を 得

し な 度 あ 力
規定

の 有
税法て

税額
しユ 額 つ 措 租 す

も 金 の て 置 を と
税特

る 号 等
控控 額 つ lま

法第
メ百弘、 しユ も の

除 除 を ち
、

む つ 別措 の 附 一
し 限 控 同 そ 四

。 。
と

則第 部
き 度 除 項 れ 十 以

) 

置法
さ を

れ 超 し の ぞ 下 第 れ 七 改
な 過 た 規 れ 条 乙四 ( る 十 正
しユ 額 金 定 同 の の 十 以 同 七 す
金 の 額 条 十 条 下 1去 条 る

五
八
八

O 



第 第

項 項

若 又
し は
く

議条第iま
話
条
第 壊
四
項

第
、

現
、

以 額
四 条日リ ijij 下 ~ 
項 第条 のこ 按除

第
四 条 し

項若
現 た
又 お 金

し は しユ 繍
く !日 て しエ…が

は
開じ す

[8 る。 。
、-' 第
を

号
匹i 及び、

第
間 第
十 条 間

一 の 現
条 十 を
の 鼻 除
十 第 4き

一 、
一一

〈
法
人
の
議
髄
償
、
却
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
七
十
九
条

法
人
が
施
行
日
前
に
取
得
等
(
取
得
又
は
製
作
若
し
く
は
建
設
を
い
う
。
円
以
下
と
の
条
に
お
い
て
開
じ
。
)
を

し
た

犠
税
特
別
別
措
盤
法
第
山
間
十
削
条
第
一
墳
の
表
の
第
二
号
の
第
一
一
一
織
に
提
げ
る
議
結
線
開
薄
紫
惑
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

掲
の
側
に
よ
る
。

2 

法
人
が
絡
待
門
災
前
に
取
得
等
な
し
た
田
租
税
特
別
措
観
法
第
間
十
悶
条
の
四
第
一
、
禍
明
記
規
窓
ず
る
特
淀
議
気
通
信
設
備
等

立
つ
い
て
は
、
な
お
従
鵠
の
併
に
よ
る
。

3

法
人
が
施
行
法
訴
に
取
得
等
を
し
た
旧
租
税
特
別
措
欝
法
第
剖
十
盟
条
の
ふ
ハ
瀦
一
壌
に
規
定
す
る
資
源
一
再
生
化
設
備
等
に

況
八
九



五
九
O

つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

4 

新
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
六
条
の
二
第
三
項
第
三
号
の
規
定
は
、
法
人
の
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
以
後
に
終
了
す
る

事
業
年
度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
法
人
の
同
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

5 

法
人
が
施
行
日
前
に
取
得
又
は
新
築
を
し
た
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
心
市
街
地
優
良
賃

貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
条
(
同
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。
)

の
規
定
は
、

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

「
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成

て
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
十
八
条
の
三
十
四
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
、

二
十
二
年
法
律
第

号
)
附
則
第
百
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第

十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
八
条
の
三
十
四
第
一
項
」

と
す
る
。

6 

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
以
後
に
合
併
、
分
割
、
現
物
出
資
又
は
現
物
分
配
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
前
項
及
、
び
同
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
四
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
同
条
第
二
項
中
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
中
「
適
格
事
後
設
立
」
と
あ
る
の
は

「
適
格
現
物
分
配
(
以
下
こ

の
項
に
お
い
て

「
適
格
合
併
等
」
と
い
う
。
)
」

ーと一

「
適
格
合
併
、
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
(
以
下
こ
の
項
に
お

O 

O 
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い
て
「
適
格
合
併
等
」
と
い
う
。
)
」
と
あ
る
の
は
「
適
格
合
評
等
」
と
、

物
出
資
法
人
又
は
現
物
分
甑
法
人
」
と
、

「
又
は
現
物
出
資
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
、
現

「
又
は
適
格
分
割
型
分
割
に
あ
っ
て
誌
、
当
競
遡
格
合
併
又
は
適
揺
分
割
型
分
割

の
自
の
前
日
」
と
あ
る
の
は
「
に
あ
っ
て
は
当
該
濃
格
合
併
の
日
の
前
日
と
し
、
残
余
財
臓
の
全
部
の
分
間
に
叫
統
治
す
る
議

格
現
物
分
配
に
あ
っ
て
は
当
該
通
州
知
現
物
分
親
に
採
る
残
余
財
産
の
擁
殺
の
日
と
す
る
。
い
と
、
い
と
、

「
と
あ
る
の

は
、
」
!
と
あ
る
の
は
「
と
あ
る
の
は
」
と
す
る
。

7 

新
監
税
特
別
措
置
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
は
、
法
人
が
施
行
百
以
後
に
敬
得
又
は
新
築
を
す
る
向
項
に
規
定
す
る

高
欝
者
向
付
擾
良
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
適
用
し
、
法
人
が
施
行
日
前
に
取
得
又
泣
新
築
を
し
た
旧
租
税
特
別
措
量
語
第
癌

七
条
第
一
一
一
寝
に
規
定
す
る
高
齢
者
向
け
護
泉
質
間
住
宅
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
読
の
到
に
よ
る
。

器

新
組
税
特
別
措
爾
法
第
四
十
七
条
第
一
一
環
の
規
定
は
、
法
人
が
平
成

一
一
年
十
月
一
日
以
後
に
行
わ
れ
る
向
楠
明
記
規
定

ず
る
鴻
格
分
割
又
は
繭
格
現
物
分
配
に
よ
り
移
転
を
焚
け
る
問
項
に
掛
川
設
す
る
鶏
齢
者
向
け
擾
良
資
貸
住
鳴
に
つ
い
て
護
保
m

ず
る
。

9 

法
λ
が
一
平
成
二
十
二
年
十
月
-
日
誌
に
行
わ
れ
た
指
租
税
特
別
措
置
法
第
盟
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
適
格
分
割
又
誌

適
務
事
後
設
立
に
よ
り
移
転
を
受
け
た
胃
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
向
け
彊
良
賃
貸
在
宅
に
つ
い
て
は
、
同
条
(
湾
要
に
葬
る

五
九



部
分
に
罷
る
。
一
)

の
規
定
は

J

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
と
の
場
合
に
お
い
て
、
、
同
羽
小
「
第
六
十
八
条
の

J

二
十
凶
第
一
ニ

項
」
と
あ
る
の
は
、

「
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
ご
子
一
一
年
法
律
第

号
)
糾
問
題
第
百
十
二
条
第

九
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
努
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
誌
の
租
税
特
別
措
置
法

第
六
ナ
ハ
条
の
と
十
四
第
一
ニ
噴
い
と
す
る
。

10 

務
総
税
特
別
措
蹴
法
第
盟
十
七
条
の
ご
第
一
一
閣
の
規
定
は
、
法
人
が
平
成
二
十
一
一
年
十
持
一
日
以
後
に
行
わ
れ
る
問
現
に

窺
定
ず
る
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
分
制
に
よ
り
移
松
を
受
け
る
間
報
に
規
定
す
る
特
定
再
開
発
建
築
物
等
に
つ
い
て
週
間
所

す
る
。

11 

法
人
が
平
成
二
十
二
年
十

J
E請
に
行
わ
れ
た
田
和
税
特
部
措
置
法
第
四
十
七
条
の
二
第
二
覆
に
規
定
す
る
適
格
分
割

又
は
適
格
事
後
役
立
に
よ
り
移
転
を
受
け
た
同
情
引
に
規
定
す
る
特
定
再
開
発
建
築
物
等
に
つ
い
て
辻
、
問
問
条
〈
同
噴
に
係
る

部
分
に
翻
る
o

v

環
」
と
あ
る
の
は
、

の
組
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
中
公
有
す
る
。
こ
の
刷
物
合
に
お
い
て
、
問
項
山
市
「
第
六
十
八
条
の
一
一
一
十
五
第
一

「
所
持
税
法
等
の
山
部
を
改
正
す
る
法
律
(
平
成
二
十
三
年
法
律
鰐

号
〉
附
則
第
百
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
向
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
直
前
の
租
税
特
別
推
霊

法
第
六
十
爪
条
の
二
一
十
五
第
一
項
」
と
す
る
。

{。
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四
一
新
組
税
持
判
別
講
董
法
第
四
十
八
条
第
ニ
項
の
規

A

矩
は
、
法
人
が
平
成
一
一
十
…
一
年
十
月
一
言
以
後
に
持
わ
れ
る
男
壌
に
耀
定

す
る
適
格
分
裂
又
は
適
格
現
物
分
認
に
よ
り
移
転
を
受
け
る
問
項
に
規
定
す
る
倉
庫
朗
建
物
等
に
つ
い
て
議
崩
ず
る
。

日
誌
人
が
平
成

二
年
十
月
一
日
舗
に
行
わ
れ
た
出
租
税
特
別
措
綴
法
第
四
十
八
条
第
一
一
環
に
規
定
す
る
適
格
分
制
約
又
は

適
格
挙
後
設
立
に
よ
り
移
転
校
受
け
た
間
械
に
蝦
定
ず
る
倉
庫
朋
織
物
等
は
つ
い
て
は
、
間
条
〈
問
問
壌
に
保
吋
令
部
分
に
毅

る
。
〉
の
線
控
は
、
な
お
そ
の
効
力
安
有
す
る
。
と
の
場
合
に
お
い
て
、
問
噴
出
叩
吋
第
六
十
八
条
の
一
一
一
十
六
第
一
種
」
と
あ

る
の
は
ご
「
済
得
税
法
等
の
一
部
後
改
読
す
る
抜
律
〈
平
成
一
一
十
一
一
年
法
律
鱒

号
〉
附
階
第
官
十
一
一
条
第
十
五
項
の

焼
定
に
よ
り
な
お
そ
の
知
力
ψ

公
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
穂
税
特
別
講
超
法
第
六
十

八
条
の
三
十
六
第
一
頃
」
と
す
る
。

〈
特
別
鱈
却
不
足
額
が
あ
る
場
合
の
畿
蒋
濃
度
額
の
計
葬
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
八
十
条
新
租
税
幹
部
措
震
法
第
五
十
二
条
の
二
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
法
人
が
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
以
後

に
行
わ
れ
る
詞
条
第
四
項
に
提
定
す
る
遥
務
分
暫
又
は
適
格
現
物
分
配
に
よ
り
移
転
を
受
け
る
田
川
項
に
規
定
す
る
特
部
償
却

対
象
資
産
に
つ
い
て
遥
罵
し
、
法
人
が

E
誌
に
行
わ
れ
た
旧
臣
税
特
別
措
置
法
第
五
十
二
条
の
ニ
第
四
事
に
規
定
す
る
遥

格
分
割
又
は
適
格
事
後
設
立
に
よ
り
移
転
を
受
け
た
百
円
項
に
規
定
す
る
特
別
償
却
対
象
資
産
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
訴
の

五
九
三



蕊
九
間
関

に
よ
る
。

(
準
信
金
方
式
に
よ
る
特
踏
襲
蒋
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
八
十
一
条

新
租
税
特
別
措
置
法
第
五
ト
一
一
条
の
=
百
規
定
辻
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
以
後
に
分
割
又
は
現
物
分
配
が

行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
法
人
の
事
業
年
農
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
分
割
又
法
一
挙
後
設
立
が
行
わ
れ
た

磯
舎
に
お
け
る
法
人
の
事
幾
年
境
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(
法
人
の
準
備
金
に
関
す
る
経
過
播
脇
陣
)

第
八
十
二
条

新
租
税
特
別
語
罷
詰
第
五
十
五
条
(
第
一
壊
の
表
の
第
一
一
一
号
及
び
第
四
号
、
第
二
環
第
一
号
並
び
に
第
九
現
に

謀
る
部
分
を
除
く
。
)
、
第
五
十
五
条
の
五
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
、
第
五
十
七
条
の
五
、
第
五
十
七
条
の
六
、
第
五
十
七

条
の
八
、
期
五
十
七
条
の
九
及
び
第
五
十
八
条
の
規
定
地
、
平
成
二
十
ニ
年
十
月
一
日
以
後
に
分
鎖
又
は
現
物
分
配
が
行
わ

れ
る
場
合
に
お
け
る
法
人
の
率
換
年
度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
議
躍
し
、
同
日
前
に
分
割
又
は
事
後
設
立
が
行
わ
れ
た
場
合

に
お
け
る
法
人
の
事
業
年
幾
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
は
、

な
お
程
前
の
併
に
よ
る
。

2 

新
種
税
特
別
措
置
法
第
五

五
条
(
第
一
項
の
表
の
第
一
一
一
号
及
び
第
四
号
並
び
た
第
二
項
第
一
号
に
係
る
部
分
に
鞭

る
。
)
の
規
定
は
、
法
人
が
謹
一
行
日
以
後
に
取
得
す
る
障
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
株
式
等
に
つ
い
て
適
用
し
、
法
λ
が

O 

O 



仁

仁

施
行
目
前
に
歌
得
し
た
侶
租
税
特
別
措
置
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
隷
式
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
話
の
前

に
よ
る
。

3 

新
租
税
特
別
措
欄
隊
法
徴
用
五
十
五
条
第
九
議
〈
問
項
に
規
定
す
る
特
定
株
式
等
の
取
崎
将
倍
額
に
乗
ず
る
割
合
に
保
る
部
分
に

限
る
。
〉
の
桝
腕
窓
は
、
法
人
が
施
代
日
以
後
に
取
得
す
る
当
殺
特
建
株
式
等
に
つ
い
て
瀦
烈
し
、
法
人
が
路
行
部
散
に
敦
得

4 
し
た
国
租
税
特
別
措
憲
法
第
五
十
五
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
株
式
等
に
つ
い
て
辻
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

新
誼
説
特
別
語
霊
法
第
五
ナ
五
条
第
九
項
(
需
要
に
競
定
す
る
特
定
株
式
等
の
敦
得
価
額
に
乗
ず
る
割
合
に
係
る
部
分
を

の
規
定
は
、
平
成
一
-
十
二
年
十
月
)
告
以
後
に
問
項
に
規
定
す
る
遷
務
分
裂
又
は
遥
格
現
物
分
配
が
行
わ
れ
る
場

除
く
。
)

久
山
口
は
お
け
る
法
人
の
事
業
年
度
分
の
法
人
税
立
つ

て
瀦
服
用
し
、
同
日
前
に
部
組
税
特
知
機
置
法
措
五
十
五
条
第
九
椛
明
記
規

定
ず
る
議
絡
分
社
恕
分
割
又
は
適
格
事
後
設
立
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
法
人
の
事
幾
年
度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
斗
郊
の
樹
立
よ
る
。

(
中
小
企
業
等
の
貸
僻
引
当
金
の
特
例
に
撰
す
る
経
遇
措
置
)

第
八
十
三
条

新
租
税
特
別
措
置
法
第
五
十
七
条
の
十
第
二
項
の
規
定
は
、
法
人
の
平
成
二
十
二
年
十
月
一
司
以
後
に
行
う
爵

璃
記
規
定
す
る
滴
格
分
割
等
に
つ
い
て
端
部
す
る
。

五
九
蕊
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(
認
定
農
業
生
産
法
人
等
の
課
税
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
八
十
四
条

施
行
日
前
に
積
み
立
て
た
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
農
業
経
営
基
盤
強
化
準

備
金
の
金
額
を
有
し
て
い
る
同
項
及
、
び
旧
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
法
人
(
旧
租
税
特
別
措

置
法
第
六
十
↓
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
農
業
生
産
法
人
等
の
う
ち
同
項
に
規
定
す
る
農
業
の
担
い
手
に
対
す
る
経

営
安
定
の
た
め
の
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
法
律
(
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
八
号
)
第
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

も
の
に
限
る
。
)

の
施
行
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
分
の
法
入
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

2 

新
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
は
、
法
人
が
平
成
=
十
三
年
十
月
一
日
以
後
に
行
わ
れ
る
同
項
に

規
定
す
る
適
格
現
物
分
配
に
よ
り
取
得
す
る
同
項
に
規
定
す
る
農
用
地
に
つ
い
て
適
用
し
、
一
法
人
が
同
日
前
に
行
わ
れ
た
旧

租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
適
格
事
後
設
立
に
よ
り
取
得
し
た
同
項
に
規
定
す
る
農
用
地
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(
交
際
費
等
の
損
金
不
算
入
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
八
十
五
条

施
行
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
九
月
一
二
十
日
ま
で
の
聞
に
解
散
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
法
人
の
事
業
年
度
分

の
法
人
税
に
係
る
新
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
各
事
業
年
度
」

O 

O 



と
あ
る
の
辻
、

「
各
事
業
年
度
(
清
算
中
の
各
事
業
年
涯
を
除
く
。
)
」

と
す
る
。

〈
説
法
秘
霞
金
の
支
出
が
あ
る
場
合
の
課
税
の
特
鰐
に
関
す
る
経
過
措
置
)

第
八
十
六
条

新
総
税
特
別
措
蹴
法
期
六
十
一
一
条
第
一
壊
の
規
定
は
、
平
成
一
一
十
三
年
十
月
一
日
以
後
に
解
散
が
百
わ
れ
る
場

合
に
お
け
る
法
人
の
事
業
年
版
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
遡
用
し
、
問
日
前
に
m
泌
総
税
持
制
約
機
髄
法
第
六
十
一
一
条
第
一
積
立
規

定
す
る
解
散
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
法
人
の
再
現
に
規
定
す
る
清
算
所
得
に
対
す
る
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
到
に
よ
る
。

〈
法
人
の
資
産
の
譲
渡
等
の
場
合
の
課
税
の
特
倒
的
に
関
す
る
経
過
措
置
〉

第
八
十
七
条

新
組
税
特
別
措
援
法
第
六
十
期
間
条
か
ら
第
六
十
五
条
ま
で
、
第
六
十
五
条
の
三
〈
第
五
項
第
四
号
に
採
る
部
分

に
鍛
る
。
〉
、
第
六
十
況
条
の
四

〈
第
一
…
一
環
第
開
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
〉
、
第
六
十
正
条
の
五
の
一
一
、
第
六
十
五
条
の

七
、
第
六
十
五
条
の
八
及
、
び
第
六
十
五
条
の
ム
i

か
ら
第
六
十
六
条
の
一
一
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
ニ
十
二
年
十
丹
一
設
以
後
に

一
分
裂
若
し
ぐ
は
現
物
分
配
が
行
わ
れ
る
場
合
又
は
向
日
以
後
に
解
散
が
持
わ

る
場
合
に
お
け
る
法
人
の
事
業
年
授
分
の
法

λ
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
分
誤
若
し
く
は
事
後
設
立
が
行
わ
れ
た
場
合
又
は
同
日
前
に
解
散
が
行
わ
れ
た
場
合
に

お
け
る
法
人
の
事
業
年
度
分
の
法
人
説
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
割
に
よ
る
。

五
九
七



五
九
八

2 

法
人
が
路
行
自
鵠
に
行
っ
た
問
題
税
特
揺
措
置
法
第
六
十
五
条
の
mm
第
一
一
明
第
六
号
に
議
定
す
る
土
地
紘
一
寸
の
譲
穫
に
係
る

法
大
税
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
調
に
よ
る
c

3 

新
租
貌
特
制
約
措
霞
法
第
六
卜
五
条
の
問
問
第
一
環
第
一
一
十
四
号
の
規
窓
は
、
法
人
が
附
部
第
い
条
第
十
号
に
定
め
る
語
以
後
"

に
問
項
第

閉
山
号
の
認
定
が
さ
れ
た
持
母
に
規
定
す
る
地
域
内
の
土
地
の
同
日
以
後
比
一
作
う
譲
渡
に
係
る
法
人
税
に
つ
い

て
滴
用
し
、
法
人
が
向
日
前
に
陪
租
税
特
需
措
置
法
第
六
ト
五
条
の
閉
山
第
一
項
第
恥
一
十
閉
山
号
の
認
定
が
さ
れ
た
同
号
に
規
定

す
る
地
域
売
の
土
地
の
両
日
前
に
行
っ
た
譲
渡
に
係
る
法
人
税
に
つ
い
て
は
、

(
国
外
関
連
者
と
の
取
引
に
係
る
課
税
の
特
慨
に
闘
す
る
経
過
措
置
)

な
お
従
前
わ

に
よ
る
。

第
八
十
八
条
平
成
一
一
十
二
年
九
月
一
一
一
十
日
以
諮
に
旧
粗
税
特
別
議
援
法
第
六
十
六
条
の
凶
第
一
壌
は
規
定
す
る
法
人
の
解
散

(
合
併
に
よ
る
解
散
を
掠
く
。
)
が
符
わ
れ
た
場
脅
に
お
け
る
当
該
法
人
の
同
現
に
規
定
す
る
靖
算
所
得
に
対
す
る
法
人
説

に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

2 

一
一
年
九
員
一
一
卜
日
以
前
に
問
題
説
特
別
措
間
法
第
六
十
六
条
の
掛
第
三
羽
に
規
定
す
る
法
人
の
解
散
〈
合
併
に

よ
る
解
散
後
総
く
。
)
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
技
法
人
の
瀦
算
出
?
の
事
業
年
肢
の
所
得
立
対
す
る
法
人
税
に
つ
い
て

平
成

は
、
な
お
従
諮
の
倒
的
に
よ
る
。

く7

。



( 

3 

謹
一
行
自
か
ら
平
成
二
十
二
年
九
汚
三
十
日
ま
で
の
簡
に
お
け
る
倍
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
六
条
の
田
第
八
項
の
競
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
寝
中
「
保
存
す
る
帳
簿
書
類
」
と
あ
る
の
は
、

「
保
存
す
る
帳
簿
書
護
(
そ
の
作
成
又
は
採
存
に
代

え
て
議
識
的
記
録
の
作
成
又
は
採
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
誼
磁
的
記
鍛
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
、
次
補
慣
及
び

第
十
一
一
噴
第
一
一
帯
に
、
お
い
て
問
じ
。
)
い
と
す
る
。

(
璽
外
支
配
株
主
等
に
部
る
負
震
の
利
子
等
の
錬
税
の
特
例
に
織
す
る
経
渦
措
服
組
〉

第
八
十
九
条

平
成
一
一
十
二
年
九
足
三
十
日
以
前
に
旧
程
税
特
斑
措
置
法
第
六
十
六
条
の
五
第
一
環
に
規
定
す
る
内
患
法
人
の

解
数
(
合
時
計
に
よ
る
解
散
を
裁
く
。
)
が
行
わ
れ
た
相
場
合
に
お
け
る
当
該
内
国
法
人
の
議
算
所
得
に
対
す
る
法
人
税
(
語
算

訴
時
に
対
す
る
法
人
税
を
綿
附
さ
れ
る
法
人
の
消
算
中
の
事
業
年
度
の
所
得
に
係
る
法
人
税
を
含
む
。
〉
に
つ
い
て
は
、

な
お

従
読
の
例
に
よ
る
。

(
内
冨
法
人
の
特
定
外
国
子
会
社
等
に
係
る
所
得
の
課
税
の
持
併
に
関
す
る
経
過
措
霞
)

新
租
税
特
部
措
量
詰
第
六
十
六
条
の
六
第
一
項
及
、
び
第
三
一
項
の
規
定
は
、
間
関
条
第
一
一
場
に
規
定
す
る
特
定
外
国
子

第
九
十
条

金
社
等
の
施
行
日
以
後
に
罷
鎗
す
る
事
業
年
度
に
係
る
向
寝
に
規
定
す
る
適
用
対
象
金
額
及
、
び
当
該
適
用
対
象
金
額
に
捺
る

間
礁
に
規
定
す
る
探
税
対
象
金
額
に
つ
い
て
滴
消
し
、

間
出
額
輪
特
別
措
開
法
第
六
十
六
条
の
六
第
一
一
頃
に
規
定
す
る
特
定
外

五
九
九



六
0
0

間
子
会
社
等
の
施
行
日
前
に
開
始
し
た
一
卒
業
年
課
に
係
る
百
円
嘆
に
競
走
す
る
適
用
対
象
金
額
及
、
び
当
該
適
用
対
象
金
額
に
係

る
同
項
に
規
定
す
る
課
税
対
象
金
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
話
前
の

む
よ
る
。

2 

市
相
税
特
別
措
置
法
第
六
4
1
六
条
の
六
第
一
一
一
項
に
規
定
す
る
持
定
外
富
子
会
社
等
の
蕗
行
E
前
仁
田
開
始
し
た
事
業
年
度
に

3 
係
る
同
項
に
規
定
す
る
適
用
対
象
金
額
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
誌
の
努
に
よ
る
。

新
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
六
条
の
六
第
四
要
及
び
第
五
項
の
規
定
誌
、
月
間
条
第

項
に
規
定
す
る
特
定
外
国
凶
子
会
社
等

の
施
行
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
蔀
分
適
黒
対
象
金
額
及
び
当
該
部
分
遮
用
対
象
金
額
に
係

る
向
揺
れ
に
規
定
す
る
部
分
課
税
対
象
金
額
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

4 

新
韓
説
特
別
措
置
法
第
六
十
六
条
の
六
第
七
項
の
規
定
は
、

向
条
第

A

項
に
規
定
す
る
特
定
外
留
子
会
社
等
の
施
行
訂
以

後
に
出
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
適
期
対
象
金
額
又
は
持
金
第

壌
に
境
定
す
る
部
分
適
地
対
象
金
額
に

っ
き
同
条
第
一
一
一
項
又
は
第
五
項
の
規
定
を
漉
剤
す
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
し
、
指
租
税
特
部
措
畿
法
第
六
十
六
条
の
ふ
ハ
第
一

棋
に
銅
山
広
す
る
特
定
外
関
子
会
社
等
の
施
行
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
諜
に
係
る
部
門
壊
に
鰐
援
す
る
溜
用
対
象
金
額
に
つ
き

州
内
条
第
一
一
一
頃
又
は
第
四
閣
の
腕
蹴
ゆ
信
組
用
ず
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
提
前
の
似
怖
に
よ
る
。

5 

新
秘
税
特
別
措
機
法
第
六
十
六
条
の
七
の
規
定
は
、
陪
条
第
一
環
に
線
設
す
る
特
定
外
諒
子
会
社
等
の
路
行
日
以
後
に
開

O 

O 


